




































災行政無線、 Jアラート、テレビ(ワンセグ・データ放送)、ラジオ、 CATV、コミュニティ FM、携帯
メールなどがあり(中村， 2008)、その大部分は音声で伝達されているからである。実際に被災
聴覚障害者も「情報が入らず、どうすればよいのか迷い続け」たり、「ラジオの大事な音声情報
は伝わらなしリなどの災害情報のバリアに直面した体験を語っている(季刊みみ編集部， 2012) 0 
また、被災聴覚障害者を対象にした調査研究でも、東日本大震災で聴者が情報を得るために
有効だ、った媒体としてラジオの存在を挙げていたが，一方で音声による情報入手が困難な聴



















































対象者 性別 居住地 メールの登録(震災当時) 場所 人
Aさん 女性 50代 沿岸部E市 美容室 聴者のみ 鉦
Bさん 女性 30代 沿岸部F市 住宅 ろう者の友人 有
Cさん 女性 50代 沿岸部G市 会議室
ろう者や手話通訳士など 鉦
聴覚障害関係者
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安全な場所へ避難し、一時的にとどまる " 一時的にとどまった場所から自宅へ帰る H 自宅到着 | 、』






























BとD は、それぞれ自宅に到着するまでの道中で近くに聴者がいた(BFP3)0 A は、自家用
車で帰宅したため、誰にも会わず、車内でもまったく情報が入らず不安なまま、なんとか家に到

























ることが明らかになった。特に、迷惑をかける (SD1"，-， SD4)からその人に聞かない (OPP1，
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